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般的なブログの利用者は 2006 年で 2500 万人を超えた。また同じころに、ミクシィに代表
される登録型サイトのソーシャルネットワークサービス（以下 SNS）が流行し、交流の
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があるとすれば、それはなんだろうか。これらを量的に測定するため、筆者は 2008 年 11
月に関西学院大学にて実施された「第 15 回カレッジ・コミュニティ調査」に準研究員と


















 ミクシィなどに代表される SNS やブログが身近になってきたのは、2000 年以降のこと
である。SNS とブログは CGM（Consumer Generated Media：消費者生成型メディア）の
代表格であり、個人の情報発信やコミュニケーションを目的とするインターネットサービ




KGPS Review No.13 March 2010 
3 
























URL が自動的に作成されること、が特徴としてあげられている。これらは SNS の日記機
能を使うことでも同様に可能である。利用にも閲覧にも制限がある SNS とは異なり、ブ
ログは誰でも利用でき、他者のブログも自由に見ることができる。ブログに関する詳しい





























上の特徴比較を、表 2-1 に示す。 
 
表 2-1: 伝達形式の特徴の比較 
 対面 電話 手紙 E メール ブログ 
空間共有 共有 非共有 非共有 非共有 非共有 
時間共有 共有 共有 非共有 非共有 非共有 
伝達手段 多様 音声 文字 文字+α 文字+α 
情報保持の容量 小 小 中 大 大 
受け手の範囲 狭―中 狭 狭 狭 広 
社会的存在感 高 中 低 低―中 低―中 
送り手の匿名性 なし 規格逸脱 規格逸脱 規格逸脱 規格内 
受け手の特性 特定 特定 特定 特定 非特定 
受け手の匿名性 なし なし なし なし あり 






て SNS の特徴をみてみよう。SNS では「空間共有」と「時間共有」は非共有であり、
「伝達手段」は文字情報に絵文字や画像を付加したもので、「情報保持の容量」はネット
上に蓄積でき、「社会的存在感」は文字情報が主なのでやや低く、「意図的コントロー
ル」も可能である、という 6 点でメールとブログに似ていると言える。ただ 1 点「送り手
の匿名性」においては、加入者から招待を受けなければ参加できないという SNS の特性






を選択することが可能である。これは上記の 5 つの様式には見られなかった特徴である。 
 




多いミクシィを取り上げて実態を見てみよう。ミクシィは 2004 年にオープンした SNS で
ある。株式会社ミクシィ（2009）が公開した「2009 年度第 24 半期 決算説明資料」1によ
ると、ミクシィのユーザー数は 2009 年 9 月 30 日現在 1,792 万人で、利用者の男女比率は、




研究所（20082, 20093）は、2008 年 7 月現在インターネット上で公開されているブログの
総数は約 1690 万件、2009 年 1 月現在では 2695 万件であると発表している。2008 年の時
点で 1 ケ月に 1 回以上記事が更新されているアクティブなブログは約 300 万であり、ブロ
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用としているようである。30 代、60 歳以上の割合が高く、テーマは「趣味」が多い。 
 






「同調的動機」の 3 つのグループが見られたという。詳しくは自己開示と関連させて 3 で
論じるが、山下（2005）は「なぜ利用を継続するのか」に焦点をあて、読者からのコメ
ントなどのフィードバックがウェブ日記の継続意向に影響を及ぼしていると結論付けてい























                                                        
4
 2006 年 11 月 14 日閲覧のニュース記事より: http://www.itmedia.co.jp/news/articles/0611/14/news057.htm 
5
 2009 年 10 月 29 日閲覧のニュース記事より: http://www.j-cast.com/2009/10/29052867.html 
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まとめ 
ミクシィに代表される SNS とブログは、今や日本で大流行している。日本の人口を 1











3.  自己開示 
 
はじめに 



































ものを表 3-1 に、項目別の具体的な内容を表 3-2 に示す。 
 

























表 3-2: 榎本(1997)の自己開示質問紙(ESDQ)の項目分類 














































































































































2008））、という 6 つの機能を指摘している。また深田（1998）は、それら 6 機能は、自
己開示者自身に対して作用する（ア）個人的機能と、開示相手あるいは二者関係（開示者





 本論文では対象を大学生としている。一般的な大学生の年齢を 18 歳から 22 歳と仮定す
るならば、彼らは発達理論においては青年期にあたる。この章で論じてきた自己開示とい
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大学環境認知尺度 100 問（第 3 回から 60 問）の第Ⅱ部に分かれている。これらに加え、
学部、学年、性別、住居形態などの回答者の基本属性が加わる。筆者は第 15 回 CCA 調査
に準研究員として参加し、インターネットの利用に関する 6 問を“トピック項目”として
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質問紙で調査する事が出来た。CCA 調査は、関西学院大学に在籍する全学生のうち 5 人
に 1 人を無作為抽出によって選出し、郵送で調査票を配布、回収を行っている。今回は









4-1 と表 4-2 に示す。調査方法の詳細と上記以外の回答結果は、2010 年に関西学院大学総
合教育研究所から発行予定の「我々の大学をよりよく理解するために（XIV）――カレッ
ジ・コミュニティ調査第 1 次報告書」に掲載される。 
 
表 4-1: 第 15 回 CCA 調査における回答者の属性表 
性別 1=男性 2=女性 
学年 1=1 年生 2=2 年生 3=3 年生 4=4 年生 




親しい友人の数 1=いない 2=1～3 人 3=4～6 人 4=7～9 人 5=10 人以上 







SNS の日記利用頻度 1=ほぼ毎日利用している 
2=週に数回利用している 
3=週に 1 回程度利用している 







3=週に 1 回程度利用している 































表 4-2: SNS の日記あるいはブログに書き込む内容と、自己開示側面 
CCA 調査で行った質問項目 榎本(1997)の自己開示側面 
a 自分の家族や出身地について ⑩ 血縁的自己 
b 友人について ⑦a 私的人間関係の側面（同性関係） 
c 異性・恋愛について ⑦b 私的人間関係の側面（異性関係） 
d 世の中で話題になっているニュースについて ⑬ 意見 
e 食べたものや飲んだものについて ⑨ 物質的自己 
f アルバイトについて ⑨ 物質的自己 
g 所属しているゼミやサークルについて 社会的自己 
h 本・映画・音楽について ⑬ 意見、⑫ 趣味 
i 自分の趣味・興味を持っていることについて ① 知的側面、⑫ 趣味 
j 自分が大切にしている価値観について ② 志向的側面 
k 将来の夢や目標について ② 志向的側面 
l 社会への不平・不満について ⑬ 意見 
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分析方法 
 自己開示尺度は、榎本（1997）を参考に筆者が作成した 11 項目から成り立つ。11 項目
の数値である自己開示得点について因子分析を行う。自己開示の規定要因に関しては重回






調査結果を以下に述べる。回答者のうち、男性は 495 人（47.6%）、女性は 541 人
（52.0%）だった。学年の分布をみると、1 年生は 278 人（26.7%）、2 年生は 268 人
（25.7%）、 3 年生は 215 人（20.7％）、 4 年生は 275 人（26.4％）だった。住居形態は、
自宅に住んでいる学生が 755 人（72.5%）、下宿など自宅以外に住んでいる学生が 279 人
（26.8%）だった。学内、学外を問わずクラブ、サークルや団体に入っている学生は 681
人（65.4%）、入っていない学生は 344 人（33.0%）だった。親しい友人の数は、いない
と答えた学生が 17 人（1.6%）、1～3 人は 175 人（16.8%）、4～6 人は 373 人（35.8%）、
7～9 人は 185 人（17.8%）、10 人以上は 289 人（27.8%）だった。学友たちと楽しくやっ
ているに「はい」と回答したのは 939 人（90.2%）、いいえは 98 人（9.4%）だった。
「学内にはうわべだけのつきあいが多い」に「そう思わない」は 49 人（4.7%）、「どち
らかというとそう思わない」は 288 人（27.7%）、「どちらかというとそう思う」は 447
人（42.9%）、「そう思う」は 254 人（24.4%）だった（表 4-3）。 
 
表 4-3: 回答者の属性（Ｎ=1041） 
性別 人数 %  親しい友人の数  人数 % 
男性 495 47.6  いない 17 1.6 
女性 541 52.0  1～3 人 175 16.8 
回答なし 5 0.5  4～6 人 373 35.8 
学年     7～9 人 185 17.8 
1 年生 278 26.7 10 人以上 289 27.8 
2 年生 268 25.7  回答なし 2 0.2 
3 年生 215 20.7  学友たちと楽しくやっている    
4 年生 275 26.4  はい 939 90.2 
回答なし 5 0.5  いいえ 98 9.4 
自宅か否か     回答なし 16 1.5 
自宅 755 72.5 学内にはうわべだけのつきあいが多い 
自宅以外 279 26.8  そう思わない 49 4.7 
回答なし 7 0.7  どちらかというとそう思わない 288 27.7 
サークル所属     どちらかというとそう思う 447 42.9 
入っている 681 65.4 そう思う 254 24.4 
入っていない 344 33.0  回答なし 3 0.3 
回答なし 16 1.5     
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 “トピック項目”で取り上げた SNS の日記機能の利用と、ブログの利用のそれぞれの
実態は表 4-4、利用のクロス表は表 4-5 の通りである。SNS の日記利用をしている人は
549 人（59.4%）、していない人は 376 人（40.6%）だった。ブログを利用している人は
182 人（20.0％）、利用していない人は 728 人（80.0%）だった。また SNS の日記機能を
利用している 549 人のうち 353 人（64.3%）、ブログを利用している 182 人のうち 120 人
（65.9%）が、月に 1 回以上更新している。 
 
表 4-4: SNS の日記機能利用とブログ利用の実態 
 
SNS の日記機能 ブログ 
人数 % 人数 % 
ほぼ毎日利用している 194 21.0 46 5.1 
週に数回利用している 90 9.7 36 4.0 
週に 1 回程度利用している 44 4.8 26 2.9 
月に 1 回程度利用している 25 2.7 12 1.3 
気が向いた時だけ利用している 196 21.2 62 6.8 
現在の利用あり 計 549 59.4 182 20.0 
以前は利用していたがやめてしまった 69 7.5 84 9.2 
利用したことはないが、今後利用してみたいと思っている 42 4.5 89 9.8 
利用したことはないし、今後利用する予定はない 265 28.6 555 61.0 
現在の利用なし 計 376 40.6 728 80.0 
計 925 100.0 910 100.0 
 
表 4-5: SNS の日記利用の有無 と ブログ利用の有無 クロス表(n=908) 
  
ブログ利用有無 
合計 利用していない 利用している 
日記利用有無 利用していない 337 37 374 
37.1% 4.1% 41.2% 
利用している 391 143 534 
43.1% 15.7% 58.8% 
計 728 180 908 
80.2% 19.8% 100.0% 
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表 4-6: 自己開示度の平均値と標準偏差(n=654) 
 平均 標準偏差 
a 自分の家族や出身地について 1.92 .902 
b 友人について 2.64 .979 
c 異性・恋愛について 1.86 .967 
d 世の中で話題になっているニュースについて 2.11 .939 
e 食べたものや飲んだものについて 2.48 1.043 
f アルバイトについて 2.34 1.042 
g 所属しているゼミやサークルについて 2.44 1.139 
h 本・映画・音楽について 2.66 1.033 
i 自分の趣味・興味を持っていることについて 3.09 .994 
j 自分が大切にしている価値観について 2.34 1.056 
k 将来の夢や目標について 2.04 .947 
l 社会への不平・不満について 1.77 .887 
m 悩みや不安・心配事について 2.10 .984 
 




たから」が続き、ブログでは「更新する時間がなくなったから」が 2 位であった。 
 
表 4-7: SNS の日記機能およびブログを利用していてやめた理由（2 つまで回答）
(n=248) 
回答 
全体 SNS ブログ 
人数 % 人数 % 人数 % 
更新するのが面倒になったから 117 47.2 39 44.8 56 48.3 
書くことがなくなったから 11 4.4 4 4.6 8 6.9 
更新する時間がなくなったから 32 12.9 10 11.5 17 14.7 
人目を気にして書くのが嫌になったから 43 17.3 14 16.1 16 13.8 
読む人が少なかったから 13 5.2 5 5.7 6 5.2 
インターネット上から普通の日記に変えたから 5 2.0 2 2.3 3 2.6 
SNS もしくはブログに書いたことが原因で 
トラブルを起こしたくなかったから 
12 4.8 5 5.7 4 3.4 
その他 15 6.0 8 9.2 6 5.2 
計 248 100.0 87 100.0 116 100.0 
 
自由回答「インターネットや SNS、ブログの利用のメリットやデメリットについて思
うこと」のうち、特に多くみられた単語を表 4-8 に列挙した。 
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いが多いと感じるか」の 3 項目を加えた 8 項目を選択した。表 4-9 は 8 項目間の相関表で
ある。この相関表を見ると、「通学時間」と「住居」に高い相関（r= .627, p< .01）が見
られたため、「通学時間」を変数から除外し、「住居」のみを残すこととした。 
 
（2）自己開示 11 質問項目の因子分析 
 自己開示については因子分析によって、その構造を明らかにした。重みなし最小 2 乗法
により因子を抽出し、そのなかで固有値 1 以上の因子を選択した。結果的に 3 因子解が選
択され、その後プロマックス回転を行い、表 4-10 のような因子負荷行列を得た。 
 ここで、抽出した因子の尺度の信頼性を検討するため信頼性分析を行った結果、それぞ
れの標準化された項目にもとづいたクロムバックα値は、第 1 因子が 0.751、第 2 因子が
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 第 1 因子は「b 友人について」「g 所属しているゼミやサークルについて」「f アルバ
イトについて」「c 異性・恋愛について」「a 自分の家族や出身地について」の 5 項目で
あった。いずれも、友人や家族など他者との関わりがある項目であることから、因子名を
「人との関わり」7とした。この因子の寄与率は 34.4％である。第 2 因子は「h 本・映
画・音楽について」「i 自分の趣味・興味を持っていることについて」「d 世の中で話題
になっているニュースについて」「e 食べたものや飲んだものについて」の 4 項目であっ
た。これらは、個人の好みや嗜好が強く反映されていることから、因子名を「自分の趣
味・嗜好」8とした。この因子の寄与率は 6.7%である。第 3 因子は「j 自分が大切にして
いる価値観について」「l 社会への不平・不満について」「m 悩みや不安・心配事につい
て」「k 将来の夢や目標について」の 4 項目であった。これらは深い考えや内面にかかわ
る内容であることから、因子名を「深い内面」9とした。この因子の寄与率は 5.8%である。
3 因子による累積寄与率は 46.9％である。 
 
表 4-9: 独立変数間の相関係数（Pearson の相関係数） 












相関係数 .345**             
N 1035           
学年 相関係数 -0.017 0.008           
N 1034 1032         
性別 相関係数 -0.032 0.055 -0.011         
N 1034 1032 1036       
住居 相関係数 .070* 0.041 0.045 -0.045       
N 1032 1030 1034 1034     
通学時間 相関係数 0.018 0.012 0.019 .067* .627**     
N 1033 1031 1035 1035 1033   
サークル 
所属 
相関係数 -.184** -.127** .152** 0.037 0.001 .064*   
N 1023 1021 1024 1024 1022 1023 
表面的 
つきあい 
相関係数 -.191** -.165** -0.032 -0.044 0.001 -0.008 0.009 
N 1036 1034 1033 1033 1031 1032 1023 















 因子 1 因子 2 因子 3 
人との関わり    
b 友人について .826 .046 -.120 
g 所属しているゼミやサークルについて .632 -.042 -.021 
f アルバイトについて .514 .107 .059 
c 異性・恋愛について .473 -.090 .282 
a 自分の家族や出身地について .395 .149 .077 
自分の趣味・嗜好    
h 本・映画・音楽について -.025 .841 -.034 
i 自分の趣味・興味を持っていることについて -.036 .725 .109 
d 世の中で話題になっているニュースについて .085 .500 .098 
e 食べたものや飲んだものについて .357 .446 -.093 
深い内面    
j 自分が大切にしている価値観について -.108 .196 .680 
l 社会への不平・不満について -.134 .110 .674 
m 悩みや不安・心配事について .265 -.177 .653 









因子抽出法: 重みなし最小 2 乗法,  




 本調査では、以下のような 7 つの個人属性について、その違いがインターネットにおけ
る自己開示の程度と関連しているか否かを検討した。以下の表 4-11 では、自己開示の 3
因子がそれぞれの個人属性とどのように関係しているかを調べた。 
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性別（1＝女性） .219*** .171*** .098* 
学年 -.149*** -.024 -.071 
自宅か否か（1＝自宅） .001 .034 .018 
通学時間 -.064 .023 .001 
サークル所属（1＝なし） .136 -.006 .054 
親しい友人 .062** .047 .021 
学友たちと楽しくやっている .023 .038 .076 
表面的つきあい -.149 -.024 -.071 
F 値 10.953 3.273 2.040 
調整済み R2 乗 0.108 0.024 0.011 
  *p<.05, **p<.01, ***p<.001 
 
 前述したように SNS は通常の対面交流とあまり変化がないと仮定すると、ブログのみ
を行っている人は、対面交流とは異なる交流をしているのではないか、と予測できる。し
かしブログのみを利用しているのは 37 人で、重回帰分析を行うのに十分な人数ではない。




母集団の表 3-3 と比較したところ、それぞれの項目に大きな違いは見られなかった。 
 
表 4-12: インターネットでの自己開示がある人の基本属性表（n=443） 
性別 人数 %  親しい友人の数  人数 % 
男性 205 46.3  いない 6 1.4 
女性 238 53.7  1～3 人 72 16.3 
学年     4～6 人 151 34.1 
1 年生 104 23.5 7～9 人 74 16.7 
2 年生 127 28.7 10 人以上 138 31.2 
3 年生 83 18.7  学友たちと楽しくやっている    
4 年生 129 29.1  はい 406 91.6 
自宅か否か     いいえ 36 8.1 
自宅 331 74.7  学内にはうわべだけのつきあいが多い   
自宅以外 111 25.1 そう思わない 21 4.7 
サークル所属   どちらかというとそう思わない 117 26.4 
入っている 315 71.1  どちらかというとそう思う 196 44.2 
入っていない 127 28.7  そう思う 108 24.4 
 
 新しく抽出した集団の独立変数間の相関表は、表 4-13 に示す。SNS の日記機能のみを
利用している回答者と、ブログのみを利用している回答者の 2 グループを区別するため、





表 4-13: 独立変数間の相関係数（Pearson の相関係数） 












相関係数 .314**             
N 440           
学年 相関係数 -0.009 0.023           
N 441 442         
性別 相関係数 -0.044 0.071 -0.021         
N 441 442 443       
サークル 
所属 
相関係数 -.114* -0.086 .189** 0.069       
N 440 441 442 442     
表面的 
つきあい 
相関係数 -.262** -.173** -0.021 -0.085 -0.002     
N 440 441 442 442 441   
住居 相関係数 .112* 0.056 0.036 0.029 0.008 -0.024   
N 440 441 442 442 441 441 
ブログ利用
有無 
相関係数 -.212** -0.059 -0.063 .133** .151** 0.052 -0.032 
N 441 442 443 443 442 442 442 
*p<.05, **p<.01  
 









性別（１＝女性） .190*** .141* .049 
学年 -.184*** -.060 -.048 
自宅か否か（１＝自宅） -.020 .067 .023 
サークル所属（１＝なし） -.081 .002 -.024 
親しい友人 .088 .003 .059 
学友たちと楽しくやっている .097** .056 .057 
表面的つきあい .006 .084 .122* 
SNS 利用有無（1=利用） .139 -.047 -.058 
SNS 利用頻度 .222*** .155* .152** 
ブログ利用頻度 .185* .156 .116 
F 値 7.842 3.327 5.278 
調整済み R2 乗 0.145 0.054 0.078 








































性別（１＝女性） 0.472 *** 0.235** 0.322*** 
学年 -0.022 0.140 0.058 
自宅か否か（１＝自宅） 0.085 0.123 0.188* 
サークル所属（１＝なし） -0.044 -0.031 0.004 
親しい友人 0.168* -0.019 0.036 
学友たちと楽しくやっている -0.002 0.087 -0.053 
表面的つきあい 0.031 -0.014 0.063 
SNS 利用頻度 0.148 -0.079 0.096 
ブログ利用頻度 0.010 0.081 -0.035 
F 値 5.174 1.476 2.244 
調整済み R2 乗 0.216 0.031 0.076 
  *p<.05, **p<.01, ***p<.001 



















のうち約 60%は SNS を、約 20%はブログを利用しているという事実を鑑みるに、彼らの

















                                                        
10
 「今自分が何をしているのか」を、独り言をつぶやくように更新していくアメリカ発の Web サービス
（http://www.greenspace.info/twitter/）。 
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Factors Determining the Degree of Self-Disclosure  




Graduate School of Policy Studies 
Kwansei Gakuin University 
 
Abstract: 
Many Japanese people have started to build their own individual web pages as the Internet use 
expanded since around 2000. Especially, there are many younger people who use Internet services 
such as social network service and weblog, and the users are increasing each year. In these personal 
pages, various information can be easily sent even if it is too private. So far, there were researches 
about the self-disclosure in face to face communications, but there was no quantitative research on the 
self-disclosure on the Internet in which people mainly communicate with each other by using text. 
This paper tried to show how many Japanese college students use Internet services such as social 
network service and weblog, how often and deeply they self-disclose themselves on the web, and what 
factors in the real life relate their self-disclosure on the web. 
 
Key words and phrases: Self-disclosure, Social network service, Internet, Weblog, College students  
